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本県は、首都東京のほぼ真北約４５０ｋｍの日本海

沿岸にあって面積１１，６３７ｋ㎡（全国第６位）、１３市９

町３村に区分されています。

県北には、 鷹巣、 大館、 花輪の諸盆地、 県南には

横手盆地があり、 また雄物川、 米代川、子吉川など

の河川に沿って肥沃な耕地が展開し、その下流には秋

田、能代、本荘の各平野が開け多くの都市を発展させ

ています。

秋田の地名が歴史に現れたのは、斉明４年（西暦

658年）、阿部比羅夫が蝦夷を支配下に置いたときと伝

えられています。

関ヶ原合戦後の慶長７年（西暦1602年）佐竹義宣が

常陸より国替を命ぜられ、秋田６郡20万石の領主とな

りました。その後、明治維新までの約260年間の間に、

鉱山の開発や新田の開拓などの産業経済の礎を築い

てきました。

明治４年の廃藩置県によって、秋田県が誕生して以

来、多くの人々が郷土の発展に力を尽くし、今日の秋

田が築かれてきました。
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久　　保　　田　　領

由　　利　　郡

久　　保　　田　　藩

　平成１６年度～１７年度　市町村合併

　　　「９市５０町１０村」から「１３市９町３村」となった（詳細はＰ５）。

陸　中　国

江

刺

県

羽　　　　　後　　　　　国

岩崎藩(雄勝郡東部）立藩

久保田藩を秋田藩と改称

 　　岩崎県、亀田県、本荘県、矢島県、酒田県の一部（旧仁賀保

　　 領）及び江刺県のうちいまの鹿角市、鹿角郡を編入した。
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１　　自　　　然１　　自　　　然１　　自　　　然１　　自　　　然

２　　気　　　候２　　気　　　候２　　気　　　候２　　気　　　候

　　　が特別豪雪地帯となっております。

　　　　全般に長い冬と短い夏が特徴で、四季の変化がはっきりしています。

資料　：　「平成２３年気象データ」（気象庁）

　　　馬海流の影響を受けてしのぎやすく、冬期間でも積雪は少なめです。

９５　　

雪　　　 日 　　　数 　　（日） 　９６　　 １１１　 ７０　　 １３　　

降　　水　　日　　数　　（日） １７７　　 １４６　　 ８９　　

２，０５６．２　　

年　　降　　水　　量　　（mm） 　　１，８３４．０　　 １，２５３．５　　 １，２１４．０　　 １，４７９．５　　

年 間 日 照 時 間     （ｈ） 　　１，４６６．３　　 １，７５３．６　　 １，９９０．１　　

３６．１　　

年　平　均　気　温 　　（℃） １１．８　　 ９．３　　 １２．９　　 １６．５　　

最　　高　　気　　温　　（℃） 　　　　　３５．６　　 ３３．８　　 ３５．４　　

東京

最　　低　　気　　温　　（℃） 　　　　　－７．１　 　－１０．１　　 －７．０　　 －１．４　　

秋田 札幌 仙台

本県は、全国で６番目という広い面積を持ち、春の新緑、夏の空と海の青さ、秋の紅葉、冬の雪景色

といった色彩感あふれる四季の変化に富んだ自然を誇り、その息吹を身近に感じながら生活すること

当県の気候は、概ね出羽山地により海岸部と内陸部の２つに区分されます。海岸部は全般的に対

内陸部は夏には比較的高温となり、冬は寒さが厳しく積雪も多くなります。県の面積のほぼ半分

　　　ができます。
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２　　経済・産業構造２　　経済・産業構造２　　経済・産業構造２　　経済・産業構造

　　　

第第第第 ３３３３ 節節節節 人口・産業構造人口・産業構造人口・産業構造人口・産業構造

本県の人口は、平成２４年４月１日現在で１，０６６，６２７人です。

国勢調査による本県の人口を見ると、昭和３０年の１３４万９千人をピークに減少を続け、平成１７年に

は１１４万６千人となり、昭和３０年に比べ２０万３千人、１５．１％の減となっています。

国立社会保障・人口問題研究所がまとめた「日本の都道府県別将来推計人口（平成１９年５月推計）

について」（以下「将来推計人口」）によれば、本県の将来推計人口は平成４７年時点で７８万３千人と平

成１７年に比べ３６万３千人、３１.７％の減（年率では１.１％の減）と、今後人口減少のスピードはますま

す増していくものと見込まれています。

平成２２年度の県内総生産は実質では４兆２，２４１億円で３年ぶりの増加、名目は３兆６，６６９億円で

３年連続の減少となりました。また、一人当たり県民所得は、２，３５４千円となり、前年度に比べ増減（０．

０％）はありませんでした。

生産面においては、製造業のほか電気・ガス・水道業が増加したものの、農業や鉱業、建設業、サービ

ス業などが減少し、全体では第２次産業が増加したものの、第１次・第３次産業が減少しました。
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※資料 ： 「秋田県県民経済計算平成２２年度速報」（秋田県）

秋田県の人口の推移

金額 率

282 （億円） 0.7

-303 （億円） -0.8

-247 （億円） -1.0

0 （千円） 0.0

155,752 （億円） 3.1

53,454 （億円） 1.1

67,588 （億円） 2.0

53 （千円） 2.0

対前年度増加

2,729 （千円）

　　区　　分 ２１年度 ２２年度

25,568 （億円）

2,354 （千円）

5,109,924 （億円）

3,492,777 （億円）

42,241 （億円）

1人当たり

国民所得

秋

田

県

全

　

国

県内総生産（実質）

県 民 所 得

1人当たり

県民所得

県内総生産（名目）

2,676 （千円）

41,959 （億円）

25,815 （億円）

2,354 （千円）

4,954,172 （億円）

36,972 （億円） 36,669 （億円）

国内総生産（名目） 4,738,592 （億円） 4,792,046 （億円）

国内総生産（実質）

3,425,189 （億円）国 民 所 得
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３　　面　　　積３　　面　　　積３　　面　　　積３　　面　　　積

　　　

　　◆秋田県市町村区域図

　　　　

本県の総面積は約１１，６３７ｋ㎡、全国第６位で、東京都、埼玉県、千葉県の合計を上回ります。ま

た、比較的大きな各市町村の面積規模が、市町村合併によりさらに大きくなり、由利本荘市と北秋田

市の合計だけで東京都や沖縄県を上回り、神奈川県にほぼ等しい面積になります。

県内市町村数：２５市町村　（１３市９町３村）

合併資料 ： 市町村課HP「合併状況マップ(H19.4)」より

人口資料 ： 調査統計課HP「秋田県の人口月報(H24.4)」より

秋田市

男鹿市

井川町

大潟村

東成瀬村

秋田市

潟上市

大仙市

17.3.22 潟上市（かたがみし）

旧（昭和町、飯田川町、

天王町）

人口 34,001人

面積 97.96Km2

人口 2,785人

面積 203.57Km2

横手市

にかほ市

羽後町

17.10.1 横手市（よこてし）

旧（横手市、増田町、平鹿町、雄物川町、

大森町、十文字町、山内村、大雄村）

人口 96,372人

面積 693.59Km2

17.10.1  にかほ市

（にかほし）

旧（仁賀保町、金浦町、

象潟町）

人口 26,999人

面積 240.61Km2

美郷町

16.11.1 美郷町

（みさとちょう）

旧（六郷町、千畑町、仙南村）

人口 21,131人

面積 167.80Km2

17.1.11 秋田市

（あきたし）

（河辺町、雄和町の

秋田市への編入）

人口 320,703人

面積 905.67Km2
由利本荘市

湯沢市

17.3.22 大仙市

（だいせんし）

旧（大曲市、神岡町、西仙北町、

中仙町、協和町、南外村、

仙北町、太田町）

人口 86,638人

面積 866.68Km2

17.3.22 湯沢市（ゆざわし）

旧（湯沢市、稲川町、雄勝町、

皆瀬村）

人口 49,538人

面積 790.72Km2

17.3.22 由利本荘市

（ゆりほんじょうし）

旧（本荘市、矢島町、岩城町、

由利町、西目町、鳥海町、

東由利町、大内町）

人口 83,571人

面積 1,209.04Km2

18.3.20  三種町（みたねちょう）

旧（琴丘町、山本町、八竜町）

人口 18,314人

面積 248.06Km2

大館市

鹿角市

小坂町

上小阿仁村

藤里町

五城目町

仙北市

17.9.20  仙北市（せんぼくし）

旧（角館町、田沢湖町、西木村）

人口 28,877人

面積 1,093.64Km2

18.3.21  能代市（のしろし）

旧（能代市、二ツ井町）

人口 57,893人

面積 426.74Km2

18.3.27  八峰町（はっぽうちょう）

旧（八森町、峰浜村）

人口 7,945人

面積 234.19Km2

大潟村

男鹿市

北秋田市

17.3.22 男鹿市（おがし）

旧（男鹿市、若美町）

人口 31,367人

面積 240.80Km2

17.3.22 北秋田市

（きたあきたし）

旧（鷹巣町、森吉町、

阿仁町、合川町）

人口 35,295人

面積 1,152.57Km2

三種町

能代市

八峰町

17.6.20 大館市（おおだてし）

（比内町、 田代町の

大館市への編入）

人口 77,365人

面積 913.70Km2

人口 33,576人

面積 707.34Km2

人口 2,601人

面積 256.82Km2

人口 3,751人

面積 281.98Km2

五城目町

人口 10,205人

面積 214.94Km2

小坂町

人口 5,898人

面積 202.41Km2

八郎潟町

人口 6,436人

面積 17.03Km2

井川町

人口 5,363人

面積 47.95Km2

大潟村

人口 3,088人

面積 170.05Km2

人口 16,298人

面積 230.75Km2
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